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1. 6年間隔における小児の肥満度の変化と血清脂質，リポ蛋白コレステロールの

変化との関係について 小児の高脂血トラッキングの背景分析一一

はじめに

前年度の研究報告において，本邦小児の 6年間隔に渡る縦断的追跡の結果，小児

の血清脂質にトラッキング、を認めたことを報告した。

本年度は，この小児の血清脂質の経年的変化に影響を及ぼす因子として，肥満度

の変化と血清脂質の変化との関係を明確にする目的で、行った。

肥満小児の血清脂質，リポ蛋白像は，動脈硬化をおこしやすい方向にあること

は，既に知られた事実である。しかしながら，一定地域の特定年齢の小児集団を対

象として，肥満度の変化と血清脂質，リポ蛋白像の対応を経年的に検討した報告は

未だなされていないと考えられる。そこで，動脈硬化の小児期からの予防の観点か

ら，本研究を行った。

対象および方法

静岡県東部函南地区の学童897名を対象とし 6年前に測定した身体計測，血清

脂質，リポ蛋白コレステローノレ債と今日，その中で追跡調査可能であった309名に

ついて，再度向上測定値について比較検討した。対象年齢は， 6， 7歳が今回12，

13歳となっている。男子145名，女子164名である。測定項目は，血清コレステロー

ノレ CTC)，HDLーCを昼食前に採血し測定した。動脈硬化指数 (AI)は， AI= 

(TC-HDL-C) /HDL-Cとして算出し，肥満度は身長，体重測定値を用いた村

田の肥満度スケーノレより求めた。 6年間での肥満度の変化iこより， 10%以上増加

群，一1O~1O%以内群， 10%以上減少群の 3群に分類し，肥満度の変化が血清脂質
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の変化にどのように影響するかを検討した。

結果

各群の6年間での血清脂質値の変化を表lに示す。

〈表1) 6年間K:I."ける小児の肥満度と血清脂質の変化の関係
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(陀刷士旬)

また 6年間での血清脂質，リポ蛋白コレステローノレ値の変化率(%)を図 1に

示す。1)男児では， 6年前の小学1，2年生 (6，7歳)時と比べて，中学2， 
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{図1) 6年間1'(卦ける小児の肥満度の変化と血清脂質の変化の関係

3年生 02，13歳〉になると，肥満度著明増加群(肥満度10%以上の増加〕は，他

の群と比べTC値の増加， HDL-Cの低下， VLDLーC.+LDL-Cの増加， AI値の増

加が著しい。

2)女児では，男児のような経年的変化の傾向を示すが，その程度は男児ほど各

群聞の差を示さず，つまり肥満度の増加が必ずしも血清脂質値に悪影響をおよぼし

てはいない。

考案

小児においても血清脂質のトラッキングを認めたことを前年度に報告したが，当

初理想的血清脂質像であったにもかかわらず，その後動脈硬化促進的な像をとるも

のが存在する。

私供は，この原因のーつは肥満の程度の変化と関係があるのではないか，と考え

今回の研究を行った。

小児における肥満度の増加と血清脂質，リポ蛋白コレステローノレ濃度の変化の対

応の関係が認められるかどうか，についての縦断的研究は，本邦においてこの報告

が最初と考えられる。

今回の研究で，小学1， 2年生の 6年間隔を経た縦断的研究において，男児にお

いては，肥満の程度の増加に伴い， TCの増加， HDL-Cの減少， AIの増加という

動脈硬化促進的な血清脂質，リポ蛋白像を呈するという対応関係を示すことが明ら

カ吋こTょっTこ。

女児においては， 6年間隔を経て肥満度が増加しでも，男児ほど強い血清脂質，

リポ蛋白像を示さず，この性差については，性ホノレモンの影響が反映されているの

かもしれない。すなわち， 12， 13歳時における女児の肥満の質と血清脂質，リポ蛋
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白の対応は，男児の場合とは異なる可能性が考えられた。

私供の今回得られた成績は， Boga1usa Heart Studyにおける Serensonら(J

AMA 254， 515， 1985)の報告とも一致するものであり，小児期においても肥満の増

強が血清脂質やリポ蛋白濃度に変化をおよぼし，動脈硬化症の進展に一役演じてい

る可能性があることが示された。

2.小児におけるアポリポ蛋白値に関する検討 (そのり

はじめに

最近成人の冠動脈疾患において，アポAーI，A-][，Bといったアポリポ蛋白濃

度が，リポ蛋白コレステローノレよりも強い相関を示すことが報告されるようになっ

た。私供は，小児期から将来成人となって動脈硬化性疾患へ進展する可能性を予見

する検査値として，血清脂質やリポ蛋白コレステローノレ値以上の価値を，アポリポ

蛋白値が有するものであるかどうかを，検討するため，まず小児のアポリポ蛋白値

について年齢・性における相違について検討を行ったD

対象および方法

静岡県下の小中高生1151名(男子584名，女子567名〕を対象とし，免疫比濁法に

より，アポリポ蛋白Aー1，A-][， B， C-][， C-ill， Eを測定した。

結果

アポリポ蛋自の各値について，年齢別，性別に平均値と標準偏差を表に示した。

1 . AーIは，男子では加齢に伴い漸減するが，女子では漸減せず， 15， 16歳で逆

転して女子に高値となる。

2. A-][は，男女共に加齢に伴い漸減する。すべての年齢で男子に高値である。

3. Bは，男女共に12，13歳で低値を示し，各年齢において女子に高値である。

4. C-][， C-ill， Eは男女共に， 15， 16歳で有意に低下する。

5. Eは，各年齢を通じて女子に高値である。

6. C-][は，男女聞に有意差を認めない。
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7. C-illは，女子に高値である。

8. B/Aー I比は， 15， 16歳になると男女聞に有意差がなくなる(図〕。

考案

アポリポ蛋白の小児における測定の意義は，まだ確立していない。小児における

アポリポ蛋白の測定の意義を検討する上で，まず小児のアポリポ蛋白値が，年齢や

性によってどのように変化しているかどうかを知る必要がある。今回の検討によ

り，アポリポ蛋白値は，年齢や性によって異なることを示した。今回対象者は，す

べて健常者であるが，今後も幅広く小児のアポリポ蛋白正常値について，血清脂質

で行われたと同様の年齢別，性別の検討を必要とすると考えられる。その上で初め

て，小児の危険因子とアポリポ蛋白との関係を比較考察することが可能であると考

えられる。
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表年齢別・性別にみたアポリポ蛋白の健常児測定値
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